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人口5，896人〔一5．

　男　2，820人1－31

　女3，076人ll－2

世帯数1，729戸〔一1

　弔成3年ll目lLi現イ　

　　　　は村前弓比

山々に二凝康する歌声

　／1月3［ヨ．総合グラウンドで公民館対抗歌合戦がMRTラ

ジオの公開録音で行われ＼産業文化祭の中でも最高のもり上

がりを見せました。

平成3年

21 起きいつれば太陽はとく峰一にあり

　　　　氷れる渓にのぞみたる家
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F成3年12月号12｝
・
つこ“、

つ
田丁 報　　と

ぶるさとの自慢を集めて
第9回産業文化祭

　第9回東郷町産業文化祭が、11月2日、3日に町総合ク’ラウンドを中心に開催されました．

本町の産業・文化を中心とした展示等が行われました．2日間で延べ1．500人が訪れ、各］一ナーはたいへん

な賑わいをみせていました

　
産
業
部
門
で
の
入
賞
者
、
ま
た
公

民
館
対
抗
歌
合
戦
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
農
林
技
術
賞
】

O
個
人
の
部

複
合
部
門
－
植
野
　
誠
（
寺
迫
）

畜
産
部
門
一
調
　
海
野
和
夫
（
函
迫
）

果
樹
部
門
一
海
野
光
威
（
寺
迫
）

養
蚕
部
門
一
高
尾
廣
光
（
二
瀬
）

椎
茸
部
門
旨
．
三
浦
文
人
（
仲
深
）

林
業
部
門
－
．
山
床
八
十
一
（
下
渡
川
）

O
団
体
の
部

田
野
記
帳
グ
ル
ー
プ

（
田
中
保
雄
・
都
甲
一
正
・
黒
田
為

正
・
稲
田
継
男
・
児
玉
富
士
男
・
鈴

木
義
信
・
清
水
樹
・
田
原
千
春
）

【
農
林
産
品
展
等
】

o
優
等

野
菜
一
高
瀬
美
智
男
（
寺
門
）
・
田

　
　
　
辺
敦
子
（
鶴
野
内
）
・
黒
木

　
　
　
美
重
子
（
迫
野
内
）
・
川
野

レ
ふ
る
さ
と
の
農
産
品

　
　
　
カ
メ
ノ
（
迫
野
内
）
・
黒
木

　
　
　
昭
代
（
迫
野
内
）
・
椎
葉
照

　
　
　
雄
（
羽
坂
）
・
井
上
秀
子
（

　
　
　
坪
谷
）
・
甲
斐
ハ
ル
エ
（
坪

　
　
　
谷
）

果
樹
一
海
野
光
威
（
寺
迫
）

ま
ゆ
1
1
渦
元
喜
和
子
（
鶴
野
内
）

茶
　
1
1
前
川
浩
規
（
仲
深
）

殻
類
一
鶴
田
フ
サ
子
（
早
瀬
）
・
三

　
　
　
浦
盛
治
（
田
野
）

農
産
加
工
－
黒
田
甲
子
恵
〔
田
野
）
・

　
　
　
矢
野
ア
ツ
（
仲
深
）

家
庭
菜
園
一
黒
田
美
山
恵
（
田
野
）

し
き
み
1
1
直
野
初
美
（
福
瀬
）

椎
茸
（
生
）
一
高
尾
岩
男
（
福
瀬
）

【
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
】

優
　
勝
　
山
本
由
佳
（
鶴
野
内
）

二
　
位
　
黒
田
サ
チ
コ
（
迫
野
内
）

三
　
位
　
藤
田
久
美
子
（
越
表
）

．
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞

　
　
　
　
松
山
ス
ズ
子
（
小
野
田
）

博
ダ

▲芳香がただよう寒蘭展

鍵
盤

膨
r

軸
．
．

価

▲人気の木工教室▲婦人会の掘り出し物市▲姉妹町の幕別町の物産展も好評

聖㌔

ﾓ黒土灘■

魎繭一紳
1・　　．＿入・「、噴

憎鶴里

レ
今
年
も
盛
り
あ
が
っ
た

く
公
民
館
対
抗
歌
合
戦

つ、
つ町報と〔3｝’F成3年12月号

奪回
謡講〔i』

控
除
の
申
告
は

　　

@　

ﾜ
ち
が
い
な
く

　
今
年
も
給
与
所
得
の
年
末
調
整
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
が
勤
め
先
か

ら
給
料
や
賞
与
の
支
払
い
を
受
け
る

際
に
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
は
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
る
入
の
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、

毎
月
（
日
）
の
給
料
や
賞
与
な
ど
の

支
払
い
の
際
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

額
と
、
そ
の
年
の
総
額
に
つ
い
て
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
正
規
の
年
税

額
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
過
不
足
額

を
精
算
す
る
も
の
で
、
給
与
の
源
泉

徴
収
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
す
．

　
大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
こ
の

年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得

税
の
納
税
が
完
了
し
、
改
め
て
確
定

申
告
の
手
続
き
を
と
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
意
味
に
お
い
て

も
非
常
に
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　
扶
養
親
族
の
申
告

　
年
末
調
整
の
手
続
き
は
、
勤
め
先

の
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
毎
年
の
町
民
税
課
税
の
際

に
気
が
つ
い
た
点
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

㊦
例
え
ば
、
夫
婦
と
も
に
給
与
所
得

等
が
あ
り
、
子
ど
も
や
親
を
扶
養
親

族
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
同
一

人
を
重
複
し
て
申
告
し
た
り
、
も
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
．

　
ど
ち
ら
の
扶
養
に
す
る
か
は
、
勤

め
先
に
申
告
書
を
提
出
す
る
前
に
よ

く
検
討
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．

②
納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
や
親
族
で
、
所
得
の
合
計
額
が
三

十
五
万
円
以
下
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
会
社
に
勤
め
て
い
た
人

が
退
職
な
ど
に
よ
り
給
与
収
入
が
百

万
円
以
下
の
場
合
は
、
給
与
所
得
は

三
十
五
万
円
以
下
に
な
り
ま
す
。

③
前
年
の
確
定
申
告
で
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
を
受
け
た
人
は
、
次
の
年

か
ら
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
、
税
務
署
か

ら
証
明
書
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、

勤
め
先
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

㊤
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
（
火

災
保
険
料
な
ど
）
の
控
除
が
も
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
の
保
険

料
や
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い

る
人
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
．
．

　
中
途
退
職
者

　
年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
に
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
や
、

年
末
調
整
の
内
容
が
誤
っ
て
い
た
た

め
、
納
税
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は

来
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
の
期
間
中
に
、
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
．
、

　
こ
の
た
め
、
勤
め
先
か
ら
受
け
取

っ
た
源
泉
徴
収
票
は
、
な
く
さ
な
い
よ

う
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
源
泉
徴
収
票
は
所
得
税
の

納
税
証
明
と
し
て
、
授
業
料
の
減
免

申
請
、
融
資
の
申
込
み
等
で
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

㍉
8
麟
謬

鰍
端
黒
鍛

拶
曝
，

　
　
　
つ

　
平
成
四
年
度
産
業
開
発
青
年
隊
女

子
隊
員
を
次
の
要
領
で
募
集
い
た
し

ま
す
。〈

受
験
願
書
受
付
期
間
〉

　
平
成
四
年
一
月
二
十

円
前
後
の
収
入
が
あ
り
、
経
費
に

充
当
さ
れ
ま
す
。

〈
取
得
で
き
る
資
格
免
許
V

次
の
資
格
が
取
得
で
き
る
よ
う
指

圭
．
豆
・
乏
・
豆
隻
．
τ
．
，
．
三
碑
導
し
ま
す
。

日
ま
で
　
　
　
　
　
塑

く
試
験
日
時
及
び
場
所
V
癬

・
試
験
日
　
平
成
四
年
二
塵

　
　
　
　
月
三
日
　
璋

●
場
所
日
向
総
合
庁
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
舎
緯

〈
試
験
科
目
〉
　
　
拶

数
学
・
国
語
・
社
会
・
作
塵

文
・
面
接
　
　
　
誕

〈
応
募
資
格
〉
　
　
　
鐘

二
年
生
隊
員
　
　
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匝

県
内
在
住
者
で
心
身
健
全
に
碑
刃

し
て
教
育
訓
練
に
耐
え
得
る
逼

独
身
女
子
。
1
8
才
～
2
5
才
ま

て
の
青
年
で
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
（
大
蓮

学
卒
含
む
）

・
専
攻
科
隊
員
（
二
年
生
）

大
学
卒
業
者
で
土
木
工
学
の
課

程
を
卒
業
し
た
者

〈
経
費
〉

授
業
料
と
寮
費
は
不
要
で
す
が
、

嬉
襲
爵
聾
建
窯

各
種
免
許
受
験
料
、
食
費
の
一
部

等
）

〈
手
当
支
給
V

現
場
実
習
に
従
事
し
た
場
合
は
、

　
一
日
四
千
五
百
円
年
間
二
十
五
万 集

響
錘
難

聴
鎌
雛

紳
鰹
難
瀧
鞘

湛
覆
響
墨

籏
崎
㎜

　　

@　

@　

@　

ｼ
・
崎
県
土
木
部
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
課

ゼ
ー
～
ゼ
。
9
残
6

　
　
　
宮
崎
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
容
0
9
8
5
㊧
1
5
1
5

　
　
　
（
社
）
宮
崎
県
産
業
開
発
青
年
協
会

　
　
　
　
　
　
　
容
0
9
8
5
㊧
3
8
8
9



乎成3年12月号剛、
つ

こ“、
つ

と町報

国保だより

好
「
家
庭
に
毒
墜
喬
老
人
介
護
騒
淫

　
国
民
健
康
保
険
中
央
会
は
社
会
保

険
出
版
社
㈱
と
共
催
に
よ
り
、
平
成

三
年
度
懸
賞
体
験
文
を
次
の
要
領
で

募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
目

的
は
国
保
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

国
保
運
営
の
向
上
を
図
る
た
め
で
す
．
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
．
．

◎
募
集
要
領

一、

e
ー
マ

　
「
わ
が
家
の
健
康
づ
く
り
一

　
（
要
旨
）
医
療
費
の
適
正
化
、
被
保

険
者
の
健
康
づ
く
り
の
カ
ギ
は
、
家

庭
に
お
け
る
健
康
管
理
に
あ
る
と
い

え
る
。
個
々
の
家
庭
に
お
け
る
具
体

的
な
健
康
管
理
体
験
記
録
、

　
「
家
庭
に
お
け
る
老
人
介
護
一

　
（
要
旨
）
看
護
・
介
護
の
実
態
、
介

護
に
あ
た
る
家
庭
、
介
護
家
庭
を
支

え
る
周
辺
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
体

験
記
録
。

二
、
表
彰

　
㊦
入
選
四
点
　
表
彰
状
と
副
賞
十

　
　
　
　
　
　
万
円

　
②
佳
作
二
点
　
表
彰
状
と
副
賞
五

　
　
　
　
　
　
万
円

三
、
応
募
の
規
定

①
応
募
の
資
格
　
国
保
被
保
険
者

②
字
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
5

　
枚
以
と
1
0
枚
以
内
（
タ
テ
書
き
）

③
明
記
事
項
　
住
所
、
氏
名
、
年

　
齢
、
性
別
、
勤
務
先
の
名
称
及

　
　
び
職
名
、
在
職
年
数
（
自
営
の

　
場
合
は
職
業
）

～

　
丁
凸
締
切
　
平
成
三
年
十
二
月
三
卜

　
　
一
日

　
⑤
原
稿
送
付
先
（
〒
｝
2
⊂
）

　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
ノ

　
　
一
一
ノ
三
五
　
国
民
健
康
保
険

　
中
央
会
広
報
部
　
懸
賞
体
験
文

　
募
集
係

四
、
入
選
の
発
表

　
平
成
四
年
五
月
の
国
保
新
聞
紙
L

　
に
発
表
し
ま
す
、

老
人
医
療
費
自
己
負
担
ア
ッ
プ
ル

来
年
一
月
か
ら
入
院
六
百
円

　
　
　
　
　
外
来
九
百
円
に

　
老
人
医
療
費
の
患
者
】
部
負
担
金

が
来
年
】
月
】
日
か
ら
、
入
院
一
日

、
六
百
円
（
現
行
四
百
円
）
、
外
来
一
カ

月
九
百
円
（
同
八
百
円
）
と
な
り
、

平
成
五
年
度
か
ら
入
院
七
百
円
、
外

来
F
円
と
し
た
上
で
、
平
成
七
年
度

以
降
は
引
き
上
げ
幅
を
消
費
者
物
価

ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
方
式
が
導
入
さ
れ
・

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
今
回
の
改
正
は
、
本
格
的
高
齢
化

社
会
を
控
え
、
老
人
医
療
費
負
担
の

世
代
間
の
公
平
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
．

黶
D
．
．

動
勃
◎
㊨
麹

九
州
丸
和
林
業
㈱

　
　
　
　
日
向
事
業
所

東
郷
町
大
字
山
陰
宇
桂
原
乙

八
七
番
地
］
一

　
　
　
容
（
6
9
）
2
0
9
0

　
　
所
長
木
下
　
純

。
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
四
十
三
年
十
月
二
十
五
日
で

す
．

○
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
自
警
（
男
九
名
・
女
一
名
）
で
す

O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

工
木
材
チ
ッ
プ
製
造
販
売

2
．
パ
ル
フ
用
原
木
集
荷
買
入

⑤
立
木
山
林
買
入
及
び
伐
採
搬
出

　
作
業

↑
ψ
造
林
事
業
・
そ
の
他

　
が
主
な
仕
事
の
内
容
で
す
。

o
会
社
の
特
徴
は
？
・

　
北
は
東
北
岩
手
県
か
ら
、
南
は

瓦
州
沖
縄
ま
で
、
グ
ル
！
プ
ニ
十

干
ヶ
所
φ
、
、
工
場
と
事
業
所
を
運

営
し
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
木
材
チ
ッ
．
フ
の
取
り
扱
い
数
量

⑧

は
日
本
一
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

O
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
．

　
各
種
の
珍
ら
し
い
同
好
会
（
？
）

を
紹
介
し
ま
す
。

工
農
園
同
好
会

2
養
鯉
同
好
会

②
き
の
こ
栽
培
同
好
会

≡
じ
庭
木
同
好
会

⑤
山
芋
掘
り
（
？
）
同
好
会

⑥
焼
酎
飲
み
同
好
会

　
各
同
好
会
、
会
長
、
会
員
一
人
つ

つ
で
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
当
同
好

会
へ
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　　　　　　門　　　　　掴門　　　〔　　　＿一　　　戸　’m．　　一．‘．一　　　〔　　一ヒ　．「■　’｝．　　り
’■一．　　7一L　　一■　　　．一．　．一　　　印一　　　’一■

、
つ

こ“、
つ

と町 報駒平成3年12月号

▼全国大会で健闘
　ll月8日から10日まで、東京の国立競技場をメ

イン会場に第40回全国青年大会が開催されました。

本町の青年団からは、陸上（砲丸投）、剣道、女

子ソフトボールの三種目に出場し健闘しました。

　結果は次のとおりです。

●剣道　団体戦　宮崎県1：4高知県　
潟

　
ど

　
磁

六
可
F
r

創
陳

▲灘北国民年金ゲートボー・ル大会

　第11回県北国民年金ゲートボール大会が、延岡市の

妙田緑地公園で開催され本町から迫野内・仲深チーム

が出場し仲深チームが優勝しました．

　本大会は、国民年金の受給者らの健康づくりの親睦

を図ろうと毎年行われているもので、今年は、15市町

村から合せて32チームが参加しました．

＜普通期の出荷
　10月14日から22日までの5日間、普通期水稲の

出荷が行われました．出荷量については3．ユ24袋

と計画数量の7割程度でした．この原因は台風等

が大きく影響しているようです、

レ

　10月6日、宮崎寿屋で開催された第2回

県生シイタケ品評会において、越表の楠光

さんが中葉の部2年に入賞し表彰されまし
た．

囑
細
冒
町
彫

＜望
薄
．

、

．
．
多
　
萎
董
凄

　
　
　
粥

騨

、
・
臨
　11月7日、都城市金御岳公園で開催された

第14回宮崎県育林祭において育林功労者（林

業経営部門）として、迫野内の佐藤孝さんが

表彰されました。



平成3年12月号〔6）、
つ

こ“、
つ

と報田丁

　
　
　
　
ヒ
ご
　
コ
ニ
ノ
リ
　

　
西
山
坊
は
ゆ
め
の
中
に
出
て
き
た

　
ア
　
　
ン
ナ
　
　
へ
　
　
ド
　
　
ゴ
　
　
　
と
ゴ
　
　
　
　
　

弘
法
大
師
の
木
像
を
作
る
こ
と
に
し

ま
し
た
，
木
像
を
作
り
な
が
ら
お
経

を
ず
’
．
と
、
と
な
え
ま
し
た
。
木
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ノ
　
　
ア
ニ

が
出
来
あ
が
る
と
木
像
を
安
置
す
る

お
堂
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．
、
お

堂
を
作
’
．
て
い
る
と
、
坊
さ
ん
が
夜

ね
む
つ
ガ
、
い
る
間
に
三
匹
ほ
ど
の
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
ム

ル
が
柱
を
た
て
た
り
、
屋
根
を
ふ
い

　
　
　
　
ぜ
コ
ド
　
へ
　

た
り
し
て
手
伝
い
を
し
ま
し
た
．
お
堂

は
ま
も
な
く
で
き
あ
が
り
ま
し
た
、
一

　
あ
る
日
、
お
堂
に
安
置
し
た
木
像

の
前
で
お
経
を
あ
げ
て
い
る
と
、
下

の
道
で
人
の
う
め
き
声
が
し
ま
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
禽

　
　
　
’
．
夕
星

緊
『
4
監
二

噺
磨
㌦：灘睡臨

▲崎山大師堂の石灯籠

坊
さ
ん
は
道
に
お
り
て
そ
の
人
を
お

堂
の
中
へ
入
れ
て
、
水
を
の
ま
せ
た

り
、
手
足
を
さ
す
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
そ
の
人
は
苦
し
い
苦
し
い
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
日
目

に
や
っ
と
元
気
に
な
り
ま
し
た
．
．
元

気
に
な
る
ま
で
夜
に
な
る
と
サ
ル
達

が
水
で
頭
を
ひ
や
し
て
や
っ
た
り
、

あ
た
た
か
い
食
べ
物
を
食
べ
さ
せ
た

り
、
手
足
を
も
ん
で
あ
げ
た
り
し
た

の
で
し
た
。
三
日
目
の
朝
、
元
気
に

な
っ
た
人
は
坊
さ
ん
に
お
礼
を
言
い

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
人
は
田

ニ
ダ
げ代

の
人
で
、
美
々
津
に
行
っ
た
帰
り

　
　
た
お

道
に
倒
れ
た
の
で
し
た
。

　
坊
さ
ん
は
そ
れ
か
ら
村
へ
行
き
村

人
の
家
を
一
け
ん
一
け
ん
回
っ
て
お

経
を
あ
げ
て
、
お
布
施
を
も
ら
い
、

村
ぶ
し
ん
の
あ
る
時
は
か
せ
い
に
も

行
き
ま
し
た
．
一
坊
さ
ん
は
村
人
の
中

に
と
け
こ
ん
で
い
き
ま
し
た
。
村
人

達
も
坊
さ
ん
を
だ
い
じ
に
し
て
、
崎

山
の
大
師
堂
に
一
人
、
二
人
と
お
参

り
す
る
人
が
ふ
え
だ
し
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
、
田
代
か

ら
大
ぜ
い
の
人
が
崎
山
大
師
堂
に
お

参
り
に
来
ま
し
た
．
．
そ
の
中
に
病
気

で
お
せ
わ
に
な
っ
た
人
が
い
て
、
こ

の
人
が
村
人
を
つ
れ
て
こ
の
前
の
お

礼
参
り
に
き
た
の
で
す
．
．
こ
の
話
が

だ
ん
だ
ん
と
広
ま
っ
て
、
福
耳
の
人

だ
け
で
な
く
、
小
野
田
、
羽
坂
、
つ

る
の
内
、
そ
し
て
塩
見
あ
た
り
か
ら

も
お
参
り
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
　
坊
さ
ん
は
大
へ
ん
よ
ろ
こ
ん
で

そ
れ
か
ら
は
福
瀬
ば
か
り
で
な
く
遠

い
村
々
へ
も
出
か
け
て
行
っ
て
、
一

け
ん
一
け
ん
お
経
を
あ
げ
て
回
り
ま

し
た
。

　
崎
山
大
師
堂
の
お
堂
が
小
さ
か
っ

た
の
を
石
瀬
の
人
た
ち
が
、
み
ん
な

で
も
っ
と
大
き
く
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

禰］
⑫
牧
水
銅
像

群
馬
県

　
暮
坂
峠

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

　
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
と
六
合

村
と
の
境
に
暮
坂
峠
（
一
〇
八
六
メ

ー
ト
ル
）
が
あ
り
ま
す
。
二
の
峠
に
牧

水
の
詩
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
碑
の
右
上
に
、
わ
ら
じ
に
マ
ン

ト
を
は
お
っ
た
旅
姿
の
牧
水
像
が
あ

り
ま
す
。
牧
水
は
上
州
の
山
川
を
こ

よ
な
く
愛
し
ま
し
た
が
、
大
正
十
一

年
の
秋
、
草
津
か
ら
小
雨
を
経
て
沢

渡
に
向
か
い
、
そ
の
途
中
、
こ
の
暮

坂
峠
を
越
え
て
「
枯
野
の
旅
」
と
題

し
た
長
詩
を
残
し
ま
し
た
。

　
枯
野
の
旅

乾
き
た
る

落
葉
の
中
に
栗
の
実
を

湿
り
た
る

庭
も
広
く
な
り
ま
し
た
．
、
道
も
き
れ

い
に
手
入
れ
を
し
ま
し
た
。
庭
に
手

洗
い
ば
ち
や
石
ど
う
ろ
う
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
て
、
町
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

朽
葉
が
し
た
に
橡
の
実
を

と
り
と
り
こ

拾
ふ
と
も
な
く
拾
ひ
も
ち
て

今
日
の
山
路
を
越
え
て
来
ぬ

　
長
か
り
し
今
日
の
山
路

　
楽
し
か
り
し
け
ふ
の
山
路

　
残
り
た
る
紅
葉
は
照
り
て

　
餌
に
餓
う
る
鷹
も
ぞ
除
き
し

　
上
野
の
草
津
の
湯
よ
り

　
沢
渡
の
湯
に
越
ゆ
る
道

　
名
も
寂
し
暮
坂
峠

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
こ
の
詩
は
門
下
生
の
間
で
は
広
く

愛
調
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
昨
年
、

故
人
と
な
ら
れ
た
大
悟
法
先
生
も
各

地
の
講
演
で
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
朗
詠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
数
多
い

牧
水
歌
碑
の
中
で
、
詩
碑
は
珍
し
い

と
．
一
．
亭
え
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
月
機
会
が
あ
っ
て

本
町
町
長
と
共
に
こ
の
地
を
訪
ね
ま

し
た
．
そ
の
時
、
こ
の
詩
碑
の
建
設

に
あ
た
っ
て
中
心
と
な
ら
れ
た
と
い

う
町
田
浩
蔵
さ
ん
（
中
之
条
町
）
、

中
沢
晃
三
さ
ん
（
草
津
町
）
等
に
お

目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
牧
水
へ
の
思
い
は
、
と
て

も
熱
心
で
、
心
を
打
た
れ
ま
し
た
．
．

ま
た
、
牧
水
の
故
郷
を
ぜ
ひ
訪
ね
た

い
と
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
碑
の
前
に
は
牧
水
食
堂
と

い
う
名
の
お
店
が
あ
り
、
牧
水
の
歌

の
「
の
れ
ん
」
や
「
タ
オ
ル
」
等
も

並
べ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
店
主

の
か
た
は
七
十
歳
を
い
く
つ
か
越
え

た
ぐ
ら
い
の
お
ば
あ
さ
ん
で
、
こ
の

方
が
ま
た
牧
水
を
深
く
慕
っ
て
お
ら

れ
る
の
に
は
感
激
し
ま
し
た
，

　
こ
の
碑
は
昭
和
三
十
二
年
十
月
に

除
幕
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
後
毎
年

卜
月
二
十
日
に
は
、
こ
の
碑
の
前
で
、

牧
水
を
し
の
ぶ
「
牧
水
ま
つ
り
．
」
が

行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
年

も
約
六
百
人
の
人
達
が
参
加
し
て
賑

ズ．

ｽ
と
、
つ
い
先
日
便
り
が
届
き
ま

し
た
一
．

　
牧
水
の
偉
大
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
ま
す
、

レ
暮
坂
峠
の
詩
碑

、
つ

こ“、
つ

と報町平成3年12月号の

諄
磯
馴
．
：
毒
一
門

⑯
住
民
健
診
を

　
　
　
　
　
終
え
て

東
郷
町
立
病
院

内
科
窪
田
博
文

　
東
郷
町
立
病
院
の
担
当
し
た
住
民

健
診
も
十
月
三
十
｝
日
で
終
り
ま
し

た
．
．
六
月
か
ら
約
五
ヵ
月
間
に
わ
た

’．

ﾄ
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
に
各
地

区
を
ま
わ
っ
て
、
七
百
人
あ
ま
り
の

方
を
健
診
し
ま
し
た
。

　
人
数
的
に
は
、
や
は
り
高
血
圧
の

患
者
さ
ん
が
一
番
多
か
っ
た
よ
う
で

す
｝
以
前
に
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
て

い
て
も
、
症
状
が
無
い
た
め
放
置
し

て
い
る
人
や
、
薬
を
飲
ん
だ
り
飲
ま

な
か
っ
た
り
し
て
い
る
人
で
す
が
、

高
血
圧
を
放
置
し
て
い
る
こ
と
が
心

臓
疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
の
発

生
頻
度
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
明
ら

か
な
こ
と
で
す
し
、
ま
た
歳
を
と
る

ご
と
に
動
脈
硬
化
は
進
む
の
で
す
か

ら
、
症
状
が
無
く
て
も
機
会
の
あ
る

ご
と
に
測
っ
て
自
分
の
血
圧
に
は
日

頃
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．
、

　
二
番
目
に
気
に
な
っ
た
の
は
、
喫

煙
者
の
多
い
こ
と
で
し
た
。
喫
煙
者

に
肺
ガ
ン
が
多
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

ガ
ン
の
発
生
を
増
加
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
た
ば
こ
は
肺
の
構
造
も
破
壊

す
る
の
で
す
．
肺
気
腫
と
い
う
病
気

が
あ
り
ま
す
、
長
期
多
量
の
喫
煙
者

に
多
く
、
肺
構
造
が
破
壊
さ
れ
る
た

め
、
階
段
を
昇
っ
た
時
に
息
切
れ
が

し
た
り
、
気
管
支
喘
息
の
患
者
さ
ん

の
よ
う
に
喘
鳴
（
ゼ
イ
ゼ
イ
）
が
出

た
り
し
ま
す
．
　
一
度
壊
れ
て
し
ま
っ

た
構
造
は
も
と
に
は
戻
り
ま
せ
ん
か

ら
、
最
終
的
に
は
酸
素
ボ
ン
ベ
か
ら

離
れ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
幸
い
今
回
の
健
診
で
は
そ
れ
ほ

ど
進
行
し
た
受
診
者
の
方
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
口
の
構
造
が
壊
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
言
わ

れ
た
受
診
者
の
方
で
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
症
状
が

出
る
前
に
や
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
．
．

ま
し
て
、
家
族
（
子
ど
も
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
）
に
気
管
支
喘
息
の
患
者
さ

ん
（
喘
息
と
ま
で
診
断
さ
れ
な
く
て

も
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
で
風
邪
を
ひ

い
た
と
き
に
ゼ
イ
ゼ
イ
が
強
い
子
ど

も
）
の
い
る
人
は
家
族
の
た
め
に
も

や
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
、

　
住
民
健
診
は
症
状
の
な
い
う
ち
に

病
気
を
見
つ
け
、
早
期
に
治
療
を
始

め
る
た
め
の
も
の
で
す
．
．
決
し
て
安
　
　
何
ら
か
の
症
状
が
で
た
ら
、
健
診
で

心
す
る
た
め
に
受
け
る
も
の
で
は
あ
　
　
問
題
な
い
と
言
わ
れ
て
も
病
院
で
受

り
ま
せ
ん
し
、
聴
診
器
に
よ
る
診
察
　
　
呵
し
て
く
だ
さ
い

と
採
血
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
．

チ
チ
～
メ
メ
蚕
寒
雲
孝
メ
チ
チ
蒙
チ
メ
チ
チ
葦
チ
チ
チ
メ
チ
～
チ
チ
チ
チ
チ
メ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
メ
チ
メ
メ
メ
チ
メ
メ
蒙
メ
〆
メ
チ

短
歌

尾
産
霊
歌
会

多
言
も
τ
い
る
複
闇
⑦

　　

@　

@　

鮪
U
を
防
止
ず
る
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
十
月
末
累
計
｝

　
死
亡
事
故
の
約
半
数
は
夜
間
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
夜
間
死
亡
事
故
を

防
止
す
る
に
は
次
の
こ
と
が
大
切
で

す
。O

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
励
行

　
ラ
イ
ト
を
こ
ま
め
に
切
り
替
え
て
、

道
路
前
方
の
歩
行
者
や
障
害
物
等
を

早
く
発
見
し
て
対
処
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

o
安
全
速
度
を
守
る

　
速
度
が
早
く
な
れ
ば
視
野
も
狭
く

な
り
障
害
物
の
発
見
が
遅
く
な
り
ま

す
．
、
道
路
に
応
じ
た
安
全
速
度
で
走

り
ま
し
ょ
う
．
、

O
右
左
折
時
の
安
全
確
認
は
特
に
念

　
入
り
に

　
右
左
折
時
は
進
行
方
向
に
ラ
イ
ト

が
向
か
ず
、
死
角
が
増
え
る
の
で
特

に
慎
重
な
運
転
が
必
要
で
す
。

O
「
止
ま
っ
て
確
認
」
の
励
行

　
前
方
に
不
自
然
な
も
の
等
を
発
見

し
た
時
は
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

椎
葉
村

諸…北1西南

ﾋ卿郷郷
ｺ1村：庄村

　　1
髀
ｫ
領

日
1
向
ヨ
市
1

　1
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…116．2
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α
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件
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由
来
あ
る
ま
ま
こ
が
池
の
蒼
き
水
動

く
と
も
な
し
吸
は
．
ゆ
れ
る
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

別
府
湾
の
遥
か
に
浮
か
ぶ
フ
ェ
リ
ー

の
視
野
に
入
り
き
ぬ
白
鳥
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

サ
イ
レ
ン
に
替
り
て
妙
な
る
時
告
ぐ

る
ア
コ
デ
オ
ン
チ
ャ
イ
ム
空
に
拡
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

黄
金
の
田
の
面
に
映
ゆ
る
ひ
こ
ば
え

を
刈
る
人
も
な
く
や
が
て
霜
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

（
ホ
ー
ム
運
動
会
）

ま
ま
な
ら
ぬ
足
を
ひ
き
つ
づ
く
い
し

ば
り
ゴ
ー
ル
の
テ
ー
プ
老
は
き
り
た

り

東
村
　
吉
市

　
　
　
全
国
八
、
九
五
一
人

死
者

　
　
　
県
内
　
　
　
六
七
人

交
通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰

　
平
成
三
年
度
の
日
向
地
区
交
通
安

全
協
ム
ム
々
ロ
貝
の
⊥
父
通
安
全
功
労
者
な

ら
び
に
運
転
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
．〔

九
州
管
区
警
察
局
長
賞
〕

O
中
谷
芳
雄
（
仲
深
）

〔
全
日
交
緑
十
字
銅
賞
〕

o
山
床
勝
徳
（
下
渡
川
）
、
　
歌
津
博

（
迫
野
内
）
、
石
田
辰
雄
（
越
表
）
、

高
山
博
（
八
重
原
）

〔
県
本
部
長
賞
〕

o
畝
原
孝
徳
・
山
田
武
男
（
小
野
田
）
、

寺
原
栄
・
伊
東
尚
・
黒
木
康
夫
（
鶴

野
内
）
、
黒
木
睦
實
・
黒
木
義
彦
（
胴

張
）
、
中
武
福
男
・
黒
木
卯
吉
・
大
和

田
安
夫
（
中
之
又
）

〔
日
向
地
区
協
会
長
賞
〕

o
団
体
中
之
又
交
通
安
全
推
進
会

。
免
許
取
得
十
年
以
上
　
＝
○
名



平成3年12月号凶、
つ

こ“
・
つと凹田丁

團
回

回
覧
も

圃
の
欝

そ
ほ

　
　
あ
り
ま
琶
ん
か
？

　
町
観
光
協
会
で
は
「
牧
水
庵
」
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た
め
生
産

者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
申
し
込
み
が
少
な
い
よ
う
で
す
一

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
万
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
観
光
協

会
事
務
局
（
牧
水
公
園
内
ふ
る
さ
と

の
家
容
6
9
－
7
7
2
0
）
へ
お
申
し

一込

ﾝ
く
だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
殻
つ
き

の
ま
ま
で
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

四
百
円
で
す
．
．

療
育
手
帳
の

　
　
　
書
換
え

　
平
成
3
年
1
2
月
1
日
目
ら
精
神
薄

弱
者
に
対
す
る
J
R
・
各
民
営
鉄
道

・
航
空
会
社
等
の
旅
客
運
賃
の
割
引

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

を
受
け
る
た
め
に
は
療
育
手
帳
の
書

換
え
が
必
要
で
す
．
．

　
詳
し
く
は
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉

係
（
智
6
9
．
．
2
1
1
1
）
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
、

身
体
障
害
者

　
　
相
談
員

　
次
の
二
名
の
方
に
ひ
き
続
い
て
相

談
員
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
、

o
佐
藤
光
雄
相
談
員
（
鶴
野
内
）

　
　
　
　
　
　
　
興
憩
3
0
7
1

0
三
浦
淳
相
談
員
（
仲
深
）

　
　
　
　
　
　
　
費
（
憩
7
5
5
2

　
東
郷
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
町
内
の

各
家
庭
を
訪
問
し
て
、
赤
十
字
社
員

へ
の
加
入
を
お
願
、
い
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
の
個
人
・
法
人
の
方
々
か

ら
三
十
六
万
六
千
円
の
十
五
が
よ
せ

ら
れ
ま
し
た
．
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
．
．
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
社
資
は

日
赤
宮
崎
県
支
部
を
通
じ
て
、
災
害

救
助
、
医
療
、
血
液
事
業
等
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
．

　
　
　
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
八
期

多
門

・
灯

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
福
瀬
の
直
野
利
美
さ
ん
か
ら

　
（
信
廣
さ
ん
・
4
4
歳
ご
逝
去
）

◎
ド
渡
川
の
甲
斐
ヶ
サ
子
さ
ん
か
ら

　
〔
秋
好
さ
ん
・
6
5
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
橋
口
栄
一
郎
さ
ん
か
ら

　
（
モ
モ
イ
さ
ん
・
閉
1
1
歳
ご
逝
去
）

◎
二
瀬
の
糸
平
暁
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ョ
子
さ
ん
・
7
0
歳
ご
逝
去
）

三
三
毬
輿

児童手当制度の改正について
　　～お済みですか？認定請求～
　家庭における生活の安定や次代を担う児童の健

全育成を目的に実施されている児童手当制度につ

いて、法改正が行われ、平成4年1月から新しい

制度が実施されることとなりました．

　改正の主な内容は、次のとおりとなっています

忌
明
け
と
し
！
、
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

一
般
寄
付

　
羽
坂
の
松
田
砂
重
さ
ん
か
ら
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
善
此
思
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
．
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

項　　目　改繭．平成3年歪蝟まで 改正後呼磁年1月から

支給対象　　2人目の児童から

@　　　　　　　　　　　　1

1ノ＼目の児童から

@たた．し、平成3

N1月2日以降に
g生した児童に限
閧ﾜす

　　　　　　　　　　　　　2
@　　　　　　　　　　　　　3歳到達月まて
@　　　　　　　　　　　　　．ただし、2ノ＼目
@　　　1　　　　　　　　　　　　以降の児童には経
@　　　　　　　　　　　　　過措置があり、平
x給期間　　・1・学校入学前『まて　　成4年中は5歳到

@　　　　　　　　　　　　　二目まで、平成5
@　　　　　　　　　　　　　年中は4歳到達月
@　　　　　　　　　　　　　まで手当が支給さ
@　　　　　　　　　　　　　れます

支給金額．
@第1f．
@第2f．　2．50〔⊃円　A峨．　　　　　　　7弔灘．5，…　円

　5．000円

@5．000円

P0．000円

　ヒ記により新たに支給対象となる児童を養育さ

れている方は、平成4年1月分からの手当を受給

するためには、事前に認定請求をしていただく必

要があります，

コ〔事前認定請求の期限　平成3年12月27日まで

②　　　”　　提出先　東郷町役場福祉生活課

　なお、詳細については、東郷町役場福祉生活課

！容0982－69－2111）までお問い合わ
せください．

動
、
煙
、
瀞
癒
話
／
晦
鹸
－
幽
、
磯
瀞
幽
ド
毎
垂
斡

　　

@　

@
　
・
・
誉
・
内

診
磯
．
棲
要
、
春
壱
唖
鋲
奮
礁
壱
聯
魯
晦

（
十
月
届
出
分
）

出
生
お
め
φ
、
と
う

河 三
赤
ち

野 浦 や

千 若 ん

由’ 蓄 の
8じ、 木 名

信 辰 父

の
尚 美 名

寺
1

田
i

住

迫i野 所

結
婚
　
お
幸
せ
に

一　　」　一
撫ｬ1長鈴
ﾘ林1友木　　：

�ﾀi明圭　　1

緕q光　子生

一田　黒

�ﾘ

@　1．ア　五．」’一

　　一@　海石’

@　野月1

�V自羊聖

@　f規

氏
名

寺福！宮坪
@．i崎　　　　…迫瀬1市谷，

二目
��
s内

越　日

@向
¥市

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

糸 僑 直 甲 山 氏
平
ミ
ヨ

口　野

ﾑ暗
斐
秋

口
鶴

子 1イ
「廣

好 美 名

70
｛77

44 65 79 年

歳 歳 歳 歳 歳 乱

脈 羽 福 下i 鶴 住
1

I　　　I 渡！野
瀬 堀瀬…川i内 所


	ふるさとの自慢を集めて－第9回産業文化祭
	控除の申告はまちがいなく

	懸賞体験文を募集－国保中央会

	老人医療費自己負担アップ－来年一月から入院六百円－外来九百円

	全国大会で健闘
	県北国民年金ゲートボール大会
	普通期の出荷
	県知事表彰

	多発している夜間の事故を防止するには

	交通安全功労者等の表彰
	児童手当制度の改正について

